
司法試験委員会会議（第１３４回）議事要旨

（司法試験委員会庶務担当）

１ 日時

平成２９年８月３日（木）１５：００～１６：０５

２ 場所

法務省司法試験考査委員室

３ 出席者

○ 司法試験委員会

（委員長）神田秀樹

（委 員）秋葉康弘，大沢陽一郎，片岡 弘，長谷部由起子，春名一典(敬称略)

○ 司法試験考査委員候補者選定等部会委員 三角比呂

○ 司法試験委員会庶務担当（法務省大臣官房人事課)

伊藤栄二人事課長，丸山嘉代試験管理官，森山智文人事課付

４ 議題

(1) 司法試験考査委員候補者選定等部会における協議について（報告・協議）

(2) 平成２９年司法試験予備試験論文式試験の実施状況について（報告）

(3) 平成２９年司法試験考査委員・司法試験予備試験考査委員の推薦について（報告）

(4) 平成３０年司法試験及び司法試験予備試験の実施について（協議）

(5) その他（報告）

(6) 次回開催日程等について（説明）

５ 資料

資料１ 平成３０年司法試験考査委員推薦候補者名簿

資料２ 平成３０年以降の司法試験考査委員の体制についての検討結果（平成２９年７

月２７日司法試験考査委員候補者選定等部会）

資料３ 平成２９年司法試験予備試験論文式試験受験状況

資料４ 平成３０年司法試験の実施日程等について

資料５ 平成３０年司法試験予備試験の実施日程等について

資料６ 平成２９年６月１６日付けこれからの司法と法曹のあり方を考える弁護士の会

（司法を考える会）名の「司法試験合格者数の更なる減員を求めます！！！」

資料７ 平成２９年６月２２日付け京都弁護士会会長名の「２０１７年度（平成２９年

度）司法試験に厳正な合格判定を求める会長声明」

資料８ 平成２９年７月８日付け長野県弁護士会会長名の「平成２９年司法試験におけ

る厳正な合格判定を求める会長声明」

資料９ 平成２９年７月１０日付け大分県弁護士会会長名の「法曹の質を確保するため

に司法試験合格者数の減員を求める会長声明」

資料10 平成２９年７月１３日付け千葉県弁護士会会長名の「２０１７年（平成２９年）

司法試験に関し厳正な合否判定を求める会長声明」



資料11 平成２９年７月２５日付け山口県弁護士会会長名の「２０１７年（平成２９年

度）司法試験に厳正な合格判定を求める会長声明」

資料12 平成２９年７月２７日付け佐賀県弁護士会会長名の「平成２９年度司法試験に

おける厳正な合格判定を求める会長声明」

資料13 平成２９年７月２７日付け仙台弁護士会会長名の「今後の司法試験合格者数に

ついてさらなる減員を進めることを求める会長声明」

資料14 平成２９年７月２７日付け栃木県弁護士会会長名の「平成２９年度司法試験に

厳正な合格判定を求める会長声明」

資料15 平成２９年７月２７日付け兵庫県弁護士会会長名の「平成２９年司法試験に厳

正な合格判定を求める会長声明」

資料16 平成２９年７月２０日付けロースクールと法曹の未来を創る会代表理事名の「司

法試験の合格者決定についての要請」

６ 議事等

(1) 司法試験考査委員候補者選定等部会における検討結果について（報告・協議）

○ 司法試験考査委員候補者選定等部会の検討結果の報告概要

司法試験考査委員候補者選定等部会から，平成３０年以降の司法試験考査委員体制

について，同部会での検討の結果，資料２の「１」のとおり

・今後も法科大学院教員が司法試験考査委員として問題作成に関与する方向性を維

持する

・他方で，平成３０年司法試験については，問題作成担当考査委員（研究者委員）

をすべて法科大学院教員とするのではなく，前年に比して人数を増加させること

により司法試験の問題作成への関与の程度を高めるに留めるべきである

との方針を取りまとめた上，問題作成を担当する平成３０年司法試験考査委員候補者

（法科大学院において現に指導をしている者）について，各候補者の適格性及び所属

法科大学院における再発防止策の実施状況の調査を踏まえた選定結果として，資料１

の２２名を選定したことが報告された。

さらに，同部会においては, 資料２の「２」のとおり

・ １」の方針を維持するに当たっては，司法試験出題内容漏えい事案が，司法試「

験の公正性・公平性に対する信頼を根底から損なうものであり，司法試験の公正

性・公平性に対する信頼を確保するため同種事案の再発を決して許してはならな

いとの認識が薄れることのないよう，司法試験委員会において，司法試験考査委

員に対し継続的に再発防止のための注意を喚起する措置を講じるべきである

との意見で一致したことが報告された。

○ 当委員会における協議の結果

協議の結果，資料２の「１」の方針を基に，本年１０月に平成３０年司法試験考査委

員の推薦を行うこととされ，あわせて，資料２の「２」の意見を踏まえ，司法試験委員

会における漏えい事案の再発防止策の一環として，毎年，任命後に，司法試験考査委員

に対し再発防止のための注意を喚起する措置を講じるべきであるとの意見で一致した。

(2) 平成２９年司法試験予備試験論文式試験の実施状況について（報告）

○ 事務局から，平成２９年司法試験予備試験論文式試験の実施状況について，資料３



に基づき報告がなされた。

(3) 平成２９年司法試験考査委員・司法試験予備試験考査委員の推薦について（報告）

○ 委員長から，平成２９年司法試験考査委員及び司法試験予備試験考査委員として，別

紙の者を法務大臣に推薦することについて，司法試験委員会議事細則第６条第１項に基

づき，書面等により各委員から意見を徴した結果，了承され，平成２９年７月２１日及

び同年８月１日付けで委員会の議決としたことが報告された。

これに関し，事務局から，別紙記載のとおり，司法試験考査委員及び司法試験予備

試験考査委員に推薦された者が平成２９年８月１日及び同月３日付けで法務大臣から

考査委員に任命されたことが報告された。

(4) 平成３０年司法試験及び司法試験予備試験の実施について（協議）

○ 平成３０年司法試験及び司法試験予備試験の実施日程及び試験地並びに試験実施日程

について，資料４及び資料５のとおりとすることとされた。

(5) その他（報告）

，「 （ ）」○ 事務局から これからの司法と法曹のあり方を考える弁護士の会 司法を考える会

及び京都，長野県，大分県，千葉県，山口県，佐賀県，仙台，栃木県，兵庫県の各弁護

士会並びに「ロースクールと法曹の未来を創る会」から司法試験委員会又は法務大臣宛

てに提出された資料６から資料１６について報告がなされた。

(6) 次回開催日程等について（説明）

， （ ） 。○ 次回の司法試験委員会は 平成２９年９月１１日 月 に開催することが確認された

（以上）




